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策7回環太平洋深成作用研究集会報告

(その4)エクスカｰションｰ濃飛流紋岩および飛騨帯

山田直利･野沢保

8月22目.本目から案内者が端山･山田(哲)から

山田(直)･小井土由光(岐阜大学)に交替していよ

いよ濃飛流紋岩地域のエクスカｰションである.

これだけの大部隊を“濃飛"のフィｰノレドに案内する

のは1967年10月の地質学会(名古屋)の巡検以来のこと

である･その10年のあいだに“濃飛"のフィｰルド･

ジオロジｰ(とくにマ｡1canostエatig工aphy)はかなり進嚢

し“濃飛"タイプの火砕流堆積物も他地域から数多く

報告されるようになってきた.しかし英語の論文を

あまり書いていないせいで国際的な評価はまだうけて

(地質部)

いない.われわれの見方が諸外国の酸性火成岩の研究

者にどのくらい理解してもらえるであろうか.意気ご

みと不安と半々の気持でバスにのりこんだ.

第1図に濃飛流紋岩(南半部)の概略図と今回の

見学/レｰトを大ざっぱに示してある.22目は恵那･中

津川付近で濃飛流紋岩のステｰジIに属するいくつか

の溶結凝灰岩とそれらを貫ぬく花嗣岩をみてもらい

23目は濃飛岩体の内部に入ってステｰジlIの溶結凝灰

岩の層序やSOurCeaエeaを見ながら高山へ移動する

という日程である.

恵那付近には適当なホテルがみっからずやむなく22
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第1図

濃飛流紋岩地域(南部)

の地質概略図と見学コｰ

ス(囲みの中)

第2図

恵那一蛭川地域の地質図

と見学地点(B3→B2

→B1)
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目は飯閏から往復ということにした.こういうことが

できるのも中央道恵郡山トンネノレの完成(1975年8月)

で伊那路と木曾路がわずか1時間で結ばれるようにな

ったおかげである.トレネノレ内を走行中うしろの座

席にいるクラスニｰ博士が｢地震があっても大丈夫か｣

と心配そうに聞くので｢日本の土木技術とエレクトロ

ニクスの粋をあっめてっくったものだから大丈夫だ｣

とこたえたものの案内者にもとくに確信があるわけで

はない.

バスは予定の時刻に恵那インタｰで中央遣と分れ本

目の第1見学地点(第2図のB3)である恵那市街地北方

の阿木川河畔に到着した.実はこの覇道路から河床の

露頭におりる急斜面の道づくりのため若手の草刈り隊

が先発していたのだが彼らが着いてみるときれいに

草の刈り払われた立派な歩道ができているではないか

(写真①).これは地元の地学愛好者で濃飛団研のメン

バｰでもある志津匡三先生(中津二中)の手によるもの

であることを知ってその御好意が身にしみて嬉しかっ

た.

さてはじめて外国人地質家に紹介する濃飛流紋岩の

露頭は阿木川溶結凝灰岩層とよぱれるもので恵那市

からその西方にかけて15×10km2以上の広い範囲に分布

するユニットである.恵那山付近の溶結凝灰岩類(午

後のコｰス)との対比はまだ完成していない.この

露頭はかなり熱変成作用をうけているけれども

①古生層や凝灰岩の岩片が多く一見して火砕岩であること

が分る.

②優白質の本質レンズに富みその葉理面(南へ30-40｡傾

斜)から堆積後の変形運動がよみとられる.

③ときに径2～3mに達する古生層の岩塊はその内部に著

しいfracturing-brecciationの跡を残し古生層の破砕

写真1志津先生につくって頂いたCPPP歩道(1)を通って阿木川

の河床へ.

帯を破って火砕流が噴出したことをうか添わせる.

など討論の素材に事欠か粗い.

説明のあと露頭に顔をこすりつけるようにして観

察がはじまった(写真3).質問は予想どおり本質レ

ンズに関するものカミ主であった.本質レンズと類質岩

片(凝灰岩など)とはどう区別するか(ピッチャｰ教授).

本質レンズが完晶質なのは堆積時の脱ガラス化作用か

花開岩による再結晶作用か(ホワイト教授).この本質レ

ンズはあまりつぶれていないからaensewe1dingでは

ないだろう(ヒルドレス博士).ヒノレドレス博士は火砕流

の専門家だけであって阿木川溶結凝灰岩層の上･下限

の問題や岩片のサイズの側方変化など説明者にとっ

ても未解決の問題をしっっこく質問してきた.しかし

大部分の花筒岩研究者にとっては前日までとはまるで

ちがい見慣れないものを見せられたという感じが強か

ったようである･サンプリングは道路の切割ですま

写真2

阿木川河床(B3)で.前日までの案内者は地図持ちに早変り.色

刷りの地質図(阿寺断層周辺地域の地質構造図1966)が説明に大変効

果的であった.

写真3阿木川溶結凝灰岩の組織をこまかく観察するピッチャｰ教授,�
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専真近蛭j1;村の石切揚(B2)で案内者の説明をきく.

せっぎの見学地点へむかった.

阿木川ぞいの道が大型車通行止めのためバスは下流

の笠置橋まで迂回して木曾川をわたり蛭川村に入る.

見学地点のB2とBユはいずれも苗木一上松花筒岩

の石切場である･はじめ地点B2(岸本石材K,K.)で

粗粒黒雲母花賜岩(毛呂窪型)を(写真4)つづいて地

点B1(柘植石材K.K.)で中粒黒雲母花開岩(苗木型)を観

察(写真⑤･⑧).いずれもまったく塊状(ピッチャ

ｰ教授らはmdefomedという)でhigト1eve1p1uton

の代表のような花闇岩であるため領家帯のエクスカｰ

ションの時のよう校“graniteかgneiSSか"といったや

りとりはもちろんあるはずもなかった.ピッチャｰ教

授は肉眼鑑定にもっよくB1の花闇岩中にアラナイト

の柱状結晶カミ合まれているのを教えてくれた.

B1の石切場は1950年代から採掘がつづけられてお

りいまでも蛭川村最大の規模といわれる.ペグマタ

イトの晶洞(俗称“ガマ")に富む.会社の御好意で

きれいな結晶のついた“ガマ"を希望者に分ける.こ

こで石原舜三氏に土岐花開岩(苗木花開砦によく似た

岩体)の9eochemistryについてコメントをおねがい

する.F･Li･Rb･Sn抵どの1ithophi1ee1e加entに

富みSr初生値も比較的高いのカミ特徴であるという.

ヒノレドレス博士はBishopTu丑の微量成分を研究して

いる立場からプノレトン内部の元素分布(とくにS･)に興

味をもっているようであった.しかし彼を満足させ

られるような丘e1dgeochemistryの仕事は苗木プルト

ンにかぎらず日本ではほとんどやられていないのでは

ないだろうか.

昼食は木曾川を見下す完成したばかりの恵那峡大

橋のたもとで.エクスカｰション3目目ともなると

土0reignerSたちともみんな親しくなり記念撮影など

さかん.鈴木洋子嬢(愛知教育大)柾どはきわめて多

忙なひとときであった.

午後はふたたび中央遣経由で中津川市に移り中津

川にそう林道ぞいの露頭を警察のパトカｰ先導で見

学(B4→B5→B6)｡このルｰトは熱変成した溶結

(?)凝灰岩･花筒斑岩･花筒岩の3者がまざり合って

分布しているところで午前中のようにスイスイとはい

かないだろうとある程度覚悟はしていた(第3図参照).

最初の露頭(B4)ではホノレンフェノレス化した多斑

晶質溶結(?)凝灰培と苗木型花開岩の貫入関係をみて

もらう(写真⑦～⑨).前者の斑晶の粒度が花筒岩の粒度

とほとんど同じであるため両者はきわめて似ており

音からわれわれを悩ませた露頭である.だれかが凝灰

岩中に径5m皿位の黒雲母集合体をみつけてくれたので

｢これが1ithic(s1ate)だ｣と叫んでみたが本質レン

ズもほとんど分らぬほど再結晶作用カミすすんでいる.

写真5分析値をみ湖ミら討論する右からアクイレ博士･ヒルドレス

博士･石原氏･蟹沢聡吏氏

護嚢･､

写真6柘植石材社長の御あいさつ(蛭川村田原B1)�
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第3図中津川一川上地城の地質図と見学地点(B4→B5→B6)

案内者は広くmappingをやった結論として恵那山

溶結凝灰岩層が完全に再結晶するとこのような㎜iCrO-

granite-1ikerockになるのだと信Cてうたがわないのだ

カミこの露頭だけをみてそれを納得してもらうのは不可

能に近い.エクスカｰションのポイントえらびのむず

写真7地質図を見るホワイト教授･ペイトマン博士･固結庄良昭民･

蟹沢氏.

かしさを痛感した.

つづいて地点B5でMeta･9raniteporphyryを見

学.カリ長石の2cm位の長柱状瑳晶をもつ花筒斑岩

であるがこまかい黒雲母･白雲母･まれにザクロ石な

どが再結晶しており部分的に片理もできている.花

開岩･アプライトの小岩脈をともなう.このときはと

くにたち入った討論は粗かったカミ翌23日夜のmeeting

でロデイヅク博士はこの花闇珪岩について｢濃飛流

紋岩の基盤を構成する粗粒花闇岩がre㎜e1tingを起して

上昇してきたものではないか｣と予想しない質問をし

て㎜e1tから晶出したカリ長石の“Phenocryst"を信

じ･こんでいる説明者を立年生させた･ロディック博士

は人も知る“変成論者"で中部員本横断につづく韓国の

エクスカｰションで先カンブリア紀のGyonggiMeta･

morphicComp1exの縞状片麻岩中にパッチ状の“9ray

granite"をみせられたときに彼独得の“花嵩号化作用"

を早口のわかりにくい英語で私に語ってくれたのが印

写真8案内勤ζ質簡する謝文星博士(釜{国立大学)彼はKyong-

s釦gGエ｡岬の火山岩を研究していて日本の火山岩研究者

との交流をつよくのぞんでい淀.

写真9ヒルドレス博士と討論する荒牧重雄氏.彼は濃飛のエクスカ

ｰションに参加する淀め噴火をつづける有珠から空路かけつ

けた.�
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第4図付知川流域の地質図と見学地点(B8→B1O)

象的であった.

この目最後の見学地点B6は発電所取入ロハス停下

の河床に露出する恵那山溶結凝灰岩である(写真⑩).

熱変成をつよくうけてはいるが粘板岩･砂岩･凝灰岩

などの石質岩片がかなり含まれておりそれらが著しく

引き伸ばされ岩片内部の再結晶黒雲母も伸長方向に平

行狂片状構造をつくっている.この“stretcheafrag一

に到着.

血･nt"については7月の巡検リハｰサルの

とき山田(上記の説明)と野沢(はじめ

から扁平な岩片として堆積)の間で討論があ

ったのだカミ本番ではとくに意見は出なかっ

た一やはり一目の疲れが出たのであろうか.

三々五々河原のボｰルダｰに腰をおろして

小人数のサｰクノレがいくつもできた(写真⑪).

案内者も露頭の説明を打ち切りボｰルダ

ｰにみられるさまざまな花購岩(伊奈川花嗣

岩･苗木花陶岩など)の説明に切り替えた.

伊奈川花開岩の見学(B7)は時間の関係で割

愛したがそれが領家帯Youngergranites

の代表格であるときいてシノレバｰ博士はボ

ｰルダｰ相手に大ハンマｰをふるう.この

記事がでるころには伊奈川花商岩のジルコ

ンの論文が仕上っているかも知れない(しか

し彼はデｰタはたくさんもっているが論文

を書かない方でも有名なのだそうである).

8月23目.この目は飯田から高山への移

動目なのでLady'sprOgram(木曾･松本)

から帰った夫人たちも同乗荷物を満載して

シノレグホテルを発つ｡中央道とは中津川イ

ンタｰで分かれ苗木･福岡を通過し付知

川を北上11時に付加峡(付知観光ホテノレ前)

前日につづいて濃飛流紋岩の見学である.

付知川ルｰトは濃飛流紋岩の層序区分にはじめて成

功したわれわれにとって記念すべきフィｰルドである

(第4図).阿寺断層による隆起で深く下刻された付知川

峡谷の斜面に下位から上位ヘステｰジI正の溶結凝灰岩

類(岩相により3枚のmapPingunitsに区分)阿寺層

(湖成層)およびステｰジ皿の溶結凝灰岩類(3ユニッ

写真10

中津川河床の溶繕煙灰岩(B6)の観察

写真11右から

ピッチャｰ教授･野沢･黒目ヨ吉益氏･ロディック博士�
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ト)カミほぼ水平に重柾っている.そして阿寺山地

の山腹を縫うように走る付知営林署の林道が濃飛流紋

岩の観察を助ける.しかしこのエクスカｰションで

は時間的制約によりステｰジ]Iの東俣溶結凝灰岩層と

夕森山溶結凝灰岩層の2地点のみを見学することとした.

最初の地点(B8)の東俣溶結凝灰岩(rhyOdacite)に

ふくまれる本質レンズの化学分析値(小井土氏の未公表資

料)を配る.小井土氏によれぱたくさんの本質レン

ズの化学組成を平均すると溶結凝灰岩(全岩)の組成

にほぼ一致する.また本質レンズの化学組成のばら

つき(SiO｡;67～74%)は斑晶斜長石およびカリ長石の

存在量によるらしい(石基はいずれもSiO｡;75%前後).

ベイトマン博士らは“cognate"inc1usionの化学組成は

かならずしも母岩の組成と一致する必要がないとのべた.

ピッチャｰ･ホワイト教授らも.“essentia1"という用語

には抵抗があるらしい.そこで荒牧氏が登場火山学

の分野で“essentia1,a㏄essory,a㏄iaenta1"という概念

･用語が広く市民権を獲得している事情を話してもらい

どうやら納得していただいた.

この露頭でみられる本質レンズはあまり扁平化してい

桂い(顕微鏡写真で溶結構造は明らか).そこでもともと

発泡せずかなりso1iaに近くなったものが本質レンズ

に発泡のはげしい部分が91assshardsになったのだ

ろうという感想(荒牧氏)ものべられた.観光ホテノレの

前庭の敷石でよくつぶれた本質レンズがあるのをみて

もらう.

ここで付知営林署のマイクロバス3台に分乗し付知

川をさかのぼって高樽の滝につく.滝を背に上見

屋旅館特製の塗りもの入りの豪華な昼食を楽しむ(写

真⑫).昼食後滝の上で夕森山溶結凝灰岩層の露頭

(B9)をみなカミらこの付近の濃飛流紋岩の全般的な

説明をした.とくに質問は粗かったがタイのペイヨ

ム博士が｢このような巨大な噴火の原因として大限石

の衝突のような事件が考えられるのではないか｣という

感想をのべたのだけカミ案内者の記憶にのこっている.

帰路付加峡の赤石園で天然林の林相見学.付知

営林署の杉浦克典氏と名古屋営林局計画課の栗田正夫氏

から木曾五木やその他の天然木について説明をうける.

通訳は白波瀬輝夫氏.いままで石ばかり見せられてう

んざりしていた夫人たちもこのときばかりは裏木曾の緑

を充分楽しんでもらえたようであった.付知峡入口で

ふたたび大型バスに乗りかえ阿寺断層谷にそって塞

ノ神峠･舞台峠とこえ高山へと走る.

途中とくに関心の深いメンバｰをつのって小坂町

国道41号線朝六橋下の“火道角礫岩"をみてもらう.

シプｰされ奄嬢砦化された古生層のブロックの間を

粗粒校1ithic-crysta1tu丑がうずめているがtu丘の一

部分は∀ein状に古生層のブロック中にinjeCtしている.

ピッチャｰ教授は“これこそtu駈Site(=intruSiVetu丑)

だ"といいD･L･レイノノレズ博士(んホルムズ夫人)か

らドイツのSwabianventの露頭の前で“丑uidi脈

tiOn"について教えをうけた話を語ってくれた.

在高山グリｰンホテノレの会議室でピッチャｰ教授

の司会石原氏の通訳で1時間あまり“濃飛"につ

いて討論した.冒頭ヒルドレス博士がかなり長い

コメントをのべた.彼は“第四紀のash且｡wでも

その識別は困難であるのにこのような悪い露頭条件と

変質した岩石からユニットを区分し立派な地質図を作

成したことを高く評価したい"とのべたあと｡oo1ing

unitと丑OWunitの認定ユニットの異常な厚さはカル

デラ内部に堆積したためか斑晶斜長石の黒帯構造をマ

グマ溜りの中での圧力の化石とみてそれによるユニット

の細分はでき粗いかなどについて質問した.そのほ

か“濃飛"噴出当初の地形や断層運動について(シル

バｰ･李)“濃飛"と花開岩の成因的関係(李)“濃

飛"のような酸性岩が花開岩により熱変成しているのは

なぜか(李)“濃飛"のようだ均質で厚い酸性火山岩を

環太平洋の同時代の火山活動(basic→aciaへ変化)との

写真12高構の滝の下で�
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関連でどんなモデルで説明するか(ハチソン)沸石の

有無･埋没変成作用の存在について(アクイレ)なと

たくさんの質問･意見がのべられた.案内者のpOor

Eng1ishのせいでかみあった討論を展開するにはいた

らなか4たカミより本質的には“濃飛"の問題意識が

われわれの荏かで充分に煮つまっていないことを反省さ

せられた時間であった.

(文責山田直利)

稲月恒夫がこれを助けた.富山地鉄の大型バス2台を

つかい露頭と駐車の便宜のため30分つつ時差運行

をした.

さんかわ

C1:三川飛購外縁帯古生層(第6図)

ここでは化石は出ないが石炭紀荒城川層と考えられる

火山岩層で変成作用をうけてアルバイト斑状変晶の

めだつ白雲母･緑泥石･アルバイト片岩アクチノ閃石

もふくまれる.

飛騨帯

8月24日鐙小雨

高山で一目休養と市内見物.それでもベイトマン博

士は市民公開講演事務局と案内者グノレｰプは明目から

の見学予定地の草刈りへ.ヒルドレス博士は濃飛団研

のメンバｰと雨を冒して清見村の“濃飛"へ.

8月25日鰻

今日から飛騨帯(第5図).時代論をはじめ決着のつい

ていない問題ばかりの飛騨帯へ外国人を案内するのはい

ささかたよりないという反面予備知識に汚染されて

いなv･彼等の眼に何がうつるかという期待もひそんで

いる.

ぬか

朝8:30高山グリｰンホテル発一上広瀬一糠塚一細江

一(角川小学校で昼食)一上朝川原谷一戸市一高山グリ

ｰンホテノレ着18:00.案内者は野沢保と加納隆で

(討論)クラスニｰ教授から飛騨外縁帯は幅がせます

ぎるので地向斜では匁くて海溝では狂いかという問

題が出され議論したが結論は用語の定義もからんで

あいまいだった.双方の英語カの世いもあった.ハ

チソン博士は枕状溶岩がありそうだといってさがしまわ

った.ありそうだという支持は多かったがこれとい

えるほど明確にならなかった.シルバｰ教授は案内

書にのった化学組成でみると原岩は安山岩一石英安山岩

質でNa･Oの高いものカミあり炭酸塩鉱物も少削･

これに似た岩石はカリフォルニアの白亜紀後期にもあり

石英安山岩一花筒岩という組合せになっていることを説

明した.

またこのような弱変成の古生代火山岩層はカナダに

もアメリカにも東南アジアにも広くみいだされ化石に

乏しくてよくわからないことカミ多いが様相はふしぎと

どこもにているという各地の請がでた.

騒越苦鉄質岩

[コ船津花南岩類

匡…ヨ古生層

固灘欝帯

㊥.

ψ

/㌔

竈飛騨変成岩類粋/

･富山

国金沢

･η

麟籔｡㌔｡｡ゆ

忽日瀞/ポ撮･

ε

囲福神高山国'巴

鮮､｡亀

1パペ聾占＼

_."嚢彰

集

C2:上広瀬飛騨外縁帯古生

煽(第6図)

下位から玄武岩質火山礫凝灰岩礫岩

および砂質礫岩から妊る上広瀬層で

石炭紀荒城川層の下位と考えられる.

三川結晶片岩と同じ･弱い広域変成作用

をうける.礫は花闇岩質岩石火山

岩および石灰岩をふくむ堆積岩類で

円磨度はひくく分級作用は著しくわ

るい.船津花筒岩類の下之本型トｰ

ナノレ岩にっらぬかれる接触部が観察さ

れる.

(討論)ハチソン博士は礫に花筒岩

質岩石が多く花嵩岩質ミロナイトも

あり船津花開岩類は可動したのでは

ないか船津花陶岩類の上部層に半深

成岩質一火山岩質の部分もあったので

はないかという意見をのべた.ま

第5図飛騨帯先ジュラ紀基盤地質概図�



一47一

一荒劫川ぺ

､･

上広瀬｡｡墓｡^｡:凸:くムムｰニニ三≡:

ンXC2一一ξ一^･㌦^=二二二石

/｡｡｡白■一二=二㌔ム｡凸'■㌘｡

:::｡｡三川=……s･:灸.･.==三.

1象糞1三濠ヂ

■/

巾一

■

･/｡多イ∴L｣_｣･

□礫･砂および粘土棚紀図高草洞安山岩時代未祥

竃孜ト訟層)劃

冒苓､欧ト

第6図上広瀬地城地質図

鮒[縦堆積物

足

口花筒岩と花商閃緑岩

桑区繊撫ス

更

婁團､誌鳩1轟

掻

軍團蜥岩と閃緑岩婁

[1一二星屈

Eコ小鳥川層

区1三合谷層

口天生層

固芦谷層

田補峠層

[Z]晶質石灰岩

第7図小鳥川地域地質図

た凝灰岩層と礫岩層の関係は整合的だが断層のように

みえる部分があること礫岩層には充填物質が少なく

礫が変形していること砂質礫岩とは漸移するが凝灰

岩層とは漸移しそうもないなどの指摘があった.また

この上広瀬層と荒城川層との関係についても異論のある

ことが紹介された.

(討論)ピッチャｰ教授は透輝石片麻岩というが黒雲

母や角閃石にとんだ部分もあり不均質だという指摘をし

た･もともとこの伊酉型透輝石片麻岩は石灰質または

石灰響土質変成岩を交代したミグマタイトでそういう

不均質性は当然のこっているものである.また球状

岩の産出部は特に優白質･粗粒なのでこの部分だけカミ

C3:糠塚船津花筒岩類(第6図)

下之本型黒雲母･角閃石トｰナノレ岩で東西方向の弱い

葉理があり同じ方向にのびたレンズ状暗色包有物が多

数ふく塞れ不均質な印象をあたえる､近くの船津型

花筒岩からと考えられるカリ長石の浸透がみとめられる､

(討論)あまり典型的泣下之本型岩石ではない.

C4:細江飛畷変成岩類･球状岩(第7図写真⑬)

透輝石･斜長石･石英片麻岩とその中の球状岩で径約

50肌のせまい地域内で片麻岩がアグマタイト様になり

その中に大小の球が散点する.球状岩の構成鉱物は周

囲の片麻岩と同じである.

写真13細江の球状岩露頭の一隅でこういう稀少露頭をどう.やって保

護するかという議論をしているグルｰブがあった.他方でほ

地質屋の本領発揮して“球さかし".いちほやくみつけたホワ

イト教授はさっそくおぼえたぱかリの日本字で所有権を明示し

た.�
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ペグマタイト質貫入岩ではたいか透輝石片麻岩に花陶

岩質物質が浸透してできたのではないかなどの意見が

あった.球状岩成因論としてJ.Mo0R週の｡o㎜b1ay-

ering説をどう考えるかという討論もされたがこの飛

騨の球状岩はいくらか条件を異にするように思われる.

C5:上朝川原谷飛騨変成岩類(第7図)

飛騨変成岩類の石灰質層と馨土質層が連続･整合的に露

出しその上たまたま下小鳥発電所送水薩道掘さくの

際のズリ山がこの谷にあり主に苦鉄質層の多様な岩片

をもたらしているのでこの谷で一応飛騨変成岩類を代

表する3種類の岩石群が見学できる.すなわちざく

ろ石･黒雲母片麻岩透輝石･斜長石片麻岩コンドロ

ダイトスカルンざくろ石角閃岩などである.

(討論)黒雲母片麻岩中の優白質脈の成因や形成時期

あるいは珪線石が意外に少たいことから考免られる化学

組成上の特徴などが話題になった.そめ他同じ馨土

質岩で同じ位の変成度でも飛騨変成岩類は領家変成岩類

とは肉眼的印象がひどくちがっていて何となくぼんや

りしているのはなぜかが問題になった.それは個々の

鉱物の境界がはっきりせず結晶と結晶の間に細粒部が

発達し変質鉱物が多い苓ととv･う鏡下の性質に対応し

ている.おそらく飛騨変成岩類が複変成作用の産物で

特に最後の変成作用が船津花属岩類に関係した熱変成作

用であったことによるのであろう･

Cて2:戸市船津花筒岩類

巡検案内書に柾いエキストラ･ストップで船津花筒岩

類船津型花開岩の眼球片麻岩が分布する.径5c㎜に

達することもある微斜長石斑晶が著しくミロナイト化さ

れた基質の中にあまりミロナイト化をうけずにのこる.

ペグマタイト脈にもあまりミロナイト化をうけないもの

カミある.

(討論)花開岩の晶出作用とミロナイト化作用の時期的

関係が問題になった.ピッチャｰ教授は微斜長石斑晶

のミロナイト化が基質にくらべてひどく弱いから変形

以前に微斜長石が存在したとは考えられず変形の途中

から終りへかけて晶出したことおよび微斜長石窺晶の

量が普通の斑状花開岩にくらべて多い部分があるのは

微斜長石の供給がペグマタイト期だった証拠だとのべた.

この露頭はもともと石切場なので良好な試料を採取でき

た.

8月26日襲

朝8:00高山グリｰンホテル発一神岡町坂巻(神岡警

察署のパトカｰの保護をうける)一東町一鹿間一(神岡

鉱業所で同所の厚意による昼食)一神岡鉱山(坑内･坑

外および小谷)一富山ホテノレすわよしおよび高志会館着

18:00.午前中の案内者は昨日と同じ.午後は主に

秋山伸一氏その他神岡鉱業所地質担当者があたった.

C11:坂巻(東雲塵挨焼却場)船津花嵩岩類(第8図)

典型的な船津型花開岩.この岩石の黒雲母は緑泥石化

し斜長石は変質して汚い.これカミ船津型花開岩の大

半をしめる典型であって分析用試料をとるのに新鮮な

部分をさがすがそういう部分は典型的船津型花陶岩で

ないことになる.

(討論)交通のはげしい路傍で討論の余裕カミたかった.

写真ユ5

紳渕町坂巻今帥)い

デイスプ噂ダラムヘ

産から艀ディック

ピッチヤｰベイトマ

ンおよ1びシルバｰ各美

人たち.亭主たち祉

沖よしだと女房たちも

紳拶いいよくもま

写真14戸市の眼球片麻砦石切場で説明する

加納隆氏�



一49一

〃十

θ十

十

十

十

十'一ヨ6`20'

十

十

十

呈畠m

(討論)もっとも討論が集中したのはミロナ

イトの原岩間題で普通の船津花購岩とはち

がうのではないかという疑問である.特に

縞状ミロナイトの明色帯はペグマタイト質で

暗色帯は苦鉄質鉱物はほとんど緑泥石･緑簾

石化しているが閃緑岩質と考えられる.こ

のミロナイト化の激しい縞状部はもともと下

之本型閃緑岩があってそこへ船津型花嵩岩

がミ回ナイト化をともない杜がら迷入してき

たという考えがのべられた.領家帯の研究

者からそれは非持花開岩のミロナイト部に

ついての考え方ににているという意見もでた.

なお案内者の1人加納は宇奈月岩体で

は眼球片麻岩の原岩が飛騨変成岩類と考えら

れる部分のあることをのべた.

[コ現世堆積物

画石英斑岩

疑.H...一｡■山

1嚢属熟

第8図

盈斑板岩と閃緑岩

疑

1冒虹

1京

間地域地質図

C9東町船津花庸岩類(第8図)

船津型花開岩が苦鉄質および看灰質の飛騨変成岩類に接

してミロナイト化し眼球片麻岩および縞状ミロナイト

をつくる.縞状ミロナイトの中に苦鉄質包有団塊がふ

くまれていて回転した構造を示している.その回転

から判断するとこのミロナイト化作用の水平変位は右ず

れである.

C8:鹿間飛騨変成岩類と一8胴p亙眺｡巫亘｡

棚炊e(第8図写真⑱⑲⑳)

透輝石･斜長石片麻岩角閃石･斜長石片麻

岩その他珪長質片麻岩は近接する船津型花

南岩からペグマタイト･アプライト脈の迷入

をうけまたそれから微斜長石の湊透をう

けて部分的に赤桃色を呈する.多数の変成

した中性一苦鉄質岩脈がみいだされる.こ

れらの岩脈は周囲の飛騨変成岩類とくらべて弱くが

つ方向性を異にした変成作用をうけたもので同種の岩

脈は船津花開岩類の中にもありそれと一連で船津花

開岩類のsynp1utonicdikeと考えられるものである一.

(討論)岩脈には細粒閃緑岩から粗粒玄武岩玄武岩お

よび安山岩質のものまでカミふくまれ変成度も花闇岩

写真16東町ミロナイトの露頭でタイから来た4人の伸闘たち左

からナバドンサナｰムポンサクおよびペイヨｰム各氏.

ナバドン氏は新婚二週間目集会が終ったら美しい花嫁がおむ

かえ兼ハネムｰンに東京へやってきた.

写真17顕微鏡写真つき露頭案内東町写真と露頭をみくらべな

カ重ら討論する左から野沢サナｰムアクイレおよびベイトマ

ン各氏.今回の巡検ではほとんどの露頭で大飯の顕微鏡写真

が用意された.すばらしい写真は参加者をおどろかせた.

すべて地質調査所正井義郎技官のうでである.�
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写真正8

写真ユ9

写真18

伊西型透輝肩･斜長着片

麻岩鹿間中央に

石･斜長石片岩.伊酉

型岩石の形成は明らかに

､紫黒雲母片岩をつくる変成

作用とは段階を異にする.

それは一鼎的には黒雲母

壁萎片岩を交代するカ榔公的

にはか怒りもめていて

流動したようにみ売る.

ミグマタイトとよばれる

ゆえんである.

写真19

���瑯��楫攀

鹿間ベイトマン博士

のよう校合いっきあいで

もロディヅク博士の英語

はききにくいらしい.

“Hemur皿urs"と悪口

をいう.そのききにく

い英語がSynp旦耐0nic

dikeの議論の輸のいつ

も中心からきこえた.

背中をみ昔ている白いチ

ョッキカ畑ディック博士.

写1勲O

蓄淋ψu妙が｡磁keでは

抵い?鰹隅これ

ユそ鴫ヂイヅ音姶脈学

夢)ミソ.く'二{ξ)絵理医書凄ぐ

妻し1裏ど燭綴かみ花鰯幾欝

鈎鷲1こ繰入慈叔爽代送

灘娃磁窪蘇㌻ゑ

ト買であゲζ花鰯岩その

ものでは扱いか島S抑･

泌utOniCdi長轡で事ま匁く

てlate-p1utonicdike

デぎと彼はいう由そこで

^喉蓋然花鰯砦そのも

･ア篶竃象だに圭るモこよろ動

くような状態の時にこん

な直線的念岩脈ができる

とは考えにくいといっ

花らそれはあ､るのだとい

う.拒んこな人である.

写勲O�
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頁細脈に避入されている程度も多様である.花開岩の

晶出作用の長い過程で岩脈迷入カミ行われたのではなかろ

うか.synp1ut㎝ic搬eのすきなロディク博士は岩脈

の内部に浸入している花陶岩質部分をみるとアプライ

ト質であるから･厳密にいうとsynp1utonicdikeでは

なくて1a給p1utonicdikeだという1synp1utonicd止e

はシェラネバダやタイ･マレｰシア校どの花嗣岩類に

はあまり多くないがカナダのコｰストレンジバソリス

には多い.花崩岩バソリスにはsynp1utonicdikeを

ともなうものとほとんどともなわないのと2種類ある

のではないかという話か出た.ロデイツク博士はそ

れは深さの問題で深い部分が露出すれぱどのバソリス

にも発見されるという.それでは花筒岩の深さと岩脈

の火山岩様の浅成の顔つきと矛盾しないかなどという

議論がたたかわされた.

写真21神岡鉱床群を説明する秋山伸一氏これまで石英斑岩脈を主

犯にした成因説から飛騨変成岩類と船津花筒岩類とのつな雅

りを重視した新しい考え方をくりひろげた.いくつかの疑義

カ海いわけではないか近年蓄積された豊當抵坑外調査のデｰ

タに基づいた大胆抵試みはきく人の耳をそぱだたせた.

国

アンコ断層請

麟榛山鉱体

巨斗

算数激ン丁

･･一1･一ラタ◇｡〉｡､

･･7'円山鉱体ん〉､〉｡､十､十､十､

｡〉｡〉･･.､.v･〉雌1…十･十･

｡｡〉.I枠ノニll'V…㌧十

㌃11落々苧

'∴貴㌻

べ7ン熱断歳㍗

寒繍鉱保､

ツ

･…弘､

第9図栃洞地域地

睡磐石灰岩

,.〔コ角閃石片麻岩

一[]透輝石片麻岩

囲里斑板岩と閃緑岩

囲眼球片麻岩.

国花開岩と花開阿緑岩

晒石英斑岩

固スカルン

国Pb-Zn鉱体

1k凧圃C阯Z肚Pb鉱体

溶鉱体のおとし

質図�
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ClO:神岡鉱山栃洞坑飛騨変成岩類と鉱床(第9図

写真⑳)

昼食後ひきっづいて神岡鉱業所渡辺所長松任谷探

査課長の挨拶がありその後秋山研究開発係長の同鉱

山の地質･鉱床概説をきいた.神岡鉱床群の地質解釈

はここ数年の間に研究の成果を反映して大きくかわった.

従来は主に中生代後期の石英斑岩類と鉱床の関係が問題

にされていたがこの考えをかえて飛騨変成岩類との関

連を重視したもので閃緑岩質ミグマタイトを中にして

それをとりまく形で伊西型モンゾニ岩質ミグマタイトが

分布し鉱床は主に伊酉型モンゾニ岩質ミグマタイトに

関係して胚胎することを明らかにした.鉱石の形成は

鉛の同位体比によると古生代初一中期鉱床の形成は

ヘデンベルク石のRb-Sτ年令で古生代末期と推定して

いる.見学は3班にわかれた.

坑内班は栃洞坑0mおよび一285㎜レベル坑道で左

もくじ

に白地･空地の鉱化作用伊西型ミグマタイトおよび縞

状片麻岩を見学した.

坑外班は円山坑上部北方や栃洞坑上部をジｰプで走

り栃洞鉱床群の中心閃緑岩質ミグマタイトおよびそ

の外側の伊西型ミグマタイトを見学し栃洞坑上部では

大規模な露天掘りをみ鉱石をしらべた.

小谷班は小谷で高原川の河原におり石灰岩伊酉

型ミグマタイトおよび角閃岩とそれらを交代するスカノレ

ン鉱床の帯状構造を見学し鹿間谷で閃緑岩質ミグマ

タイトをしらべた(写真⑳).

(討論)同位体年令特に鉛年令の意味と確からしさに

ついて意見があり鉱石あるいは鉱床の形成時期と簡単

に考えられないのでは削'かという疑義もあった.そ

の他鉱化作用と母岩の変形作用との時期的関係法とが

問題になった.

8月28日朝

飛騨帯巡検についての自由討論をする機会にめぐまれず

遂にシンポジウム2目目の早朝集会となった.座長は

アクイレ教授でいくつかのテｰマにわけて討論すること

を提案した.討論の一部を要約して紹介する.

〔圓y珊刮雌0皿三6δike〕

飛騨変成作用にはmajOrCyCleがいくっあってSyn･

p1utonicd1keはどの｡yc1eに属するのか?(シノレバｰ教

授).

飛騨変成帯にはおよそ500my.250㎜.y､および

180m･y･の3つの｡ycleがあって.最後の180血･y･

の｡ycleは船津花陶岩に関係するものでsynplutonic

diをeもこれにともなわれる(野沢).

synplutonicdikeと1ate-p1utonic雌eは葉理構造の

有無でわけられるか?(ロディック博士).

syn一と1atひはアプライト･ペグマタイトが直接岩脈

に浸入するか花嵩岩が浸入するかできまり変形運動

との関連ではない.見学地のdikeは葉理構造はあっ

ても1ate一のもののようである(シノレバｰ博士･野沢).

〔船津花寓岩類･ミロナイト〕

ミロナイトについてまた原岩問題がくりかえされ

たが見学地点の討議と同じものは省略する.

ミロナイトの原岩が閃緑岩質とするとな菅そのよう

祖閃緑岩質部がミロナイト化しその変形作用後にカリ

交代作用がおこるのか?(黒田教授).

苦鉄質岩石は船津型花筒岩より先行した下之本型閃緑

岩であろう.カリ供給の起原･機構についてはまだ定

見がない.(野沢).

ミロナイトの縞状部は縞状片麻岩に由来するのでは

狂いか?(ホワイト教授･アクイレ教授).

そういう部分もあるかもしれないが見学地の縞状部

の暗色帯は現在は緑泥石･緑簾石の集合で明色帯はペ

グマタイト質でいずれも広域変成作用的な葉理構造は

みいだされない.飛騨帯南縁では近接する飛騨変成

岩は多種多様なのにミロナイトの縞状部はいつも苦鉄

質である.したがってここでは苦鉄質の先行深成岩

に由来すると考えてよいだろう(野沢).

一部の眼球片麻塔やミ1コナイトは飛騨変成岩類に由来

し船津型花嗣岩から交代作用をうける(加納).

Donega1の花購岩の例でバソリスの周縁に変形相が

あって縞状片麻岩1となっているのがここの場合にに

ている(ピッチャｰ教授).

写真22苦鉄質変成岩小谷飛騨変成帯にはよくわけのわかっ

ていないものが多くある.この楕円形の斑点が流れるよう

にあるいは一点から噴き出しだようにならぶ苦鉄質岩が何

惹か百説あって結論はなかった,�
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〔伊西型岩石〕

伊西型透輝石片麻岩は石英閃緑岩のような組成のもの

もあるようだ.貫入時に強く変形作用をうけた貫入岩

体ではないか?(ピッチャｰ教授).

大きな岩体では流理のようにみえる部分もある.し

かし大半は石灰岩に関係して石灰岩と珪質岩の間の

反床帯のように分布している.変成作用に関係するも

のであろう(野沢).

〔飛騨変成作用の時代〕

ソ連のシホテアリンではプロテロゾイックの縁辺相

は古生層に移化している.飛騨帯でもそういう関係で

飛騨変成岩類はプロテロゾイックではないか?(クラス

ニｰ教授).そういう意見もある.私は大半の飛騨変

成岩類についてはそう考えない.鉛同位体年令で先カ

ンブリア紀のジノレコンも産出するがこのジノレコンは形

からdetritalだといわれ変成作用の年令を示すかどう

かたしかでない(野沢).

ジルコンの形からそのような判断をすることは殊に

高度の変成岩の場合危険である(シノレバｰ教授).

おわりに

環太平洋深成作用プロジェクトもほぼ終結に近づいて

いる.若干の個人的印象をつけ加えたい.

環太平洋深成作用がどういう発想･経過で国際地質対

比計画にもちこまれたか初期のころのことを私は知ら

ない.第4回集会(1975)以後ベイトマン博士など

と接触してみておよそ次の2つの原点があったのでは

なかろうかという気がしている.一つは同位体年令の

蓄積である.わが国でも1970年の初めには大方の花嗣

若年令分布がわかっていた.もう一つは花闇岩の分

型学である.このプロジェクトの首謀者の1人オｰ

ストラリアのチャペノレ教授はホワイト教授と共にS

一タイプとI一タイプという花南岩の二大分型を提案し

た(地質ニュｰスNo.285P.34参照).ベイトマン博

士はこれを高く評価した.S-Iの検証は太平洋をか

けめぐった.これとは別にわが国では石原舜三氏が

マグネタイト系一イノレメナイト系の花樹岩分型を試みた.

それぞれの分型システムはすべての地域で全能完壁では

ないが花筒岩の分型の可能性および意義について広く

興味をよびおこした.これらの原点はそれぞれ広い裾

野をもち確かな展望をもっていて今後の日本の花商

号学に強い影響をあたえるものであろう.

今回の巡検での海外参加者の印象はこの連載でもし

ぱしばふれられている.彼等の露頭観察特に構造変

形を追跡するしつこさは印象的であった.

また最近数回の集会を通じ｡て日本の花開岩学界に

くらべて鉱物学･実験岩石学にもとづく議論が比較的

少ないのは“対比"のプロジェクトだというせいだけだ

ろうか.プレｰト論も意外に少ないようにみえた.

日本でプレｰト論を“踏み絵"にした地質屋分型学的

関心があるのとひどくちかう印象である.高山の公開

市民講座でベイトマン博士が“自分もピッチャｰなど

も花嗣岩の起原について変成論者だったがいまはマ

グマ論者になった.ロディックだけは変らない"とい

った.彼等はそれでも日本でいうよう液敵対的論争

をする人間関係とはとうていみえない討論風景をくりひ

ろげていた.大勢にまきこまれない個人の主張のカタ

サとカタイものをっ祖ぎあわせる人間関係のシナヤカ

さの伝統であろうか.

最後に今回の集会を通じてアジア地域の研究者と交

流がひろがったことはうれしい.大切にしたいと思う.

〔文責野沢保5月15目〕
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この原稿をかくのに第1-9図は(XY加ADA,T.NozA-

wム,Y.HムYA岨,andT.YA皿ADム(1977):Mesozoicfe1sic
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Japan-Fro㎜NagoyatoToyama-GuidebooHorExcur-

sion4,Geologica1SurveyofJapan.)をわずかに手直しし

て引用した1

写真1-1719および21はこの巡検のカメラマンをつとめた

佐藤岱生氏20は卯田強氏の撮影による.また本文につい

ては全集会の記録係白波瀬輝夫氏のメモによるところが大き

い.あわせ記して謝意を表したい.(山田･野沢)

追記

環太平洋深成作用プ回ジェクト(CPPP)の今後の予定は当

面次の通りである.

①1978年11月CPPP一小集会およびタイ国中南部花開岩類の

見学.集会はバンコクで第3回RegionalCOnference

潮�������牡�����潦卯畴桷�瑁�愀

が開催されるのにあわせる.責任者SanarmSuensi1pOng

②1979年8月第14回太平洋学徳会議がソ連ハバロフスクで開

催される.シンポジウムに次のような分科会がありCP

PPと共催と考えられる.ただし公式な関係は案内され

ていないSectionIVMagmaticandmetamorphiccom-

PlexesinthePaci丘｡Ringstructures

ちなみにこの分科会は同会議のSoi1dEarthCommitteeの

主催するものでCommitteeの座長はN.A.Shi1o教授.

彼からの私信によると長距離の見学旅行を計画していると

いう.�


